
歴史文化基本構想

保存活用のための取り組み

大津市【滋賀県】

■策定年度：令和元年10月■人口：343,550人■市域面積：465㎢
■担当課：大津市教育委員会文化財保護課（令和２年3月現在）

豊かな歴史文化をもつ大津市には、世界遺産や日本遺産をはじめ、数多くの指定等文化財が所在している。
これら以外にも地域では、歴史ある神社仏閣、仏像や絵画などの美術工芸品、祭礼などの伝統行事といっ
た多種多様な歴史文化遺産が受け継がれてきた。これらの歴史文化遺産を保存・活用していくために、本
構想に基づく事業を推進していく。

遺跡が語る、信仰が生み出す、琵琶湖と暮らし、
道でつながる、文学につづられる

・価値が明らかでない文化財の存在
・歴史文化の情報発信不足
・市民、専門家、行政による連携が
不十分

・継続的な調査・研究と適切な保存
の措置

・情報発信による地域活力の向上
・体制・制度等の整備

文化財の指定と保存

各関係機関と連携し、総合的な消防訓練を実施。
広く市民に防火、防災意識及び文化財愛護思想の
高揚を図っている。また、文化財保護課と消防職
員が共同して指定文化財や文化財保有施設の査察
を行ない、文化財を火災の被害から
護る取り組みを進めている。

文化財の防火・防災対策

市民向け講座や現地見学会、体
験授業などの実施

歴史文化の情報発信

新たな文化財指定と、文化財の修理及び管理を進
めていく。現在、比叡山延暦寺などの建造物や大
津祭曳山など毎年60件程度の保存修理や管理等を
対象に、補助事業を実施。また、重要伝統的建造
物群保存地区である坂本地区に
おいても、修理・修景を行なって
いる。

大津市歴史博物館では、常設展示や企画展におい
て豊かな特色を持った大津の歴史文化を紹介する。
また、歴史博物館のホームページでは、大津の歴
史文化遺産に関する５つのデータベースを公開し、
広く情報発信を行なっている。

大津市歴史博物館や埋蔵文化財調査センターでは、
市民向け講座や現地見学会を実施し、市民に大津
の歴史文化を伝える機会と場を提供している。ま
た、小学校の総合学習の支援や出前授業、体験授
業などを実施し、学校教育と連
携して大津の歴史文化を学習する。



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

大津市の歴史文化の特徴を分かりやすく
再整理し、多くの人々が理解・共有し、
協働による保存・活用を推進するための
手掛かりとすること、大津市における歴
史文化の保存・活用を、個別の地域・地
区を超えた横断的な視点から、戦略的か
つ効果的に推進するためのツールとする
ことを目的に、6つのテーマ、15のス
トーリーを設定した。

❶遺跡が語る歴史文化
❷信仰が生み出した歴史文化
❸琵琶湖と暮らしをめぐる歴史文化
❹道でつながる歴史文化
❺自然とともにつくる歴史文化
❻文学につづられる歴史文化

大津市には数多くの歴史
文化遺産が所在している
にも関わらず、これらを
総合的に保存・活用する
ための指針がなかった。
本構想を文化財保存活用
のためのマスタープラン
とし、歴史文化遺産の保
存・活用を推進していく。
これにより、大津市が進
めるさまざまな事業に歴
史文化遺産を活かしてい
くことが可能となった。
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本構想によって設定した
６つテーマ、１５のス
トーリーによる関連文化
財群をベースに、「大津
市歴史的風致維持向上計
画」を策定する。これら
と関連づけながら、歴史
的風致の一体性の視点等
を踏まえて、重点区域の
設定を行ない、歴史文化
を活かしたまちづくりを
進めていく。

歴史文化の魅力を次世代
に伝えるため、市や大津
市歴史博物館ＨＰにおけ
る歴史文化情報の充実や
広報などによる継続的な
情報発信を実施。また、
本構想で設定する関連文
化財群等をもとに、小中
学校の教員等と連携を図
りながら、小中学生にも
分かりやすい副読本を作
成して、教育現場での活
用を進めていく。


